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 お⼟産を売れるようにするには...？ー観光名所×お⼟産－ 

 3年3組9番 ⼤村祐華 
 3年3組34番 松⽥ 彩希 
 3年5組31番 松⽥百花 

 Keyword: 「マーケティング」「お⼟産」「奈良」「観光名所」「経済」  ｢経営｣ 

 1. はじめに 
  奈良のお⼟産と⾔われて何か思い浮かぶだろうか。代表的なお⼟産と⾔えばもちろん、 
 「奈良漬」や「柿の葉寿司」等があげられると思うが、今の若い世代や外国⼈観光客をター 
 ゲットにしたお⼟産はあるだろうか。私達には思い浮かばなかったため、奈良の魅⼒的なお 
 ⼟産をさらに発展させたいという思いと奈良のお⼟産を通してマーケティングについて学び 
 たいという思いを合わせ観光名所×お⼟産というテーマで奈良のお⼟産に少しでも貢献する 
 ことを⽬的に探究を⾏った。 

 2.  序論 
  奈良県にはなぜ若い世代や外国⼈観光客に⼈気のお⼟産がないのだろうか。 
 「奈良漬」や「柿の葉寿司」といったお⼟産はもちろん全国的、世界的にも有名だが、岡⼭ 
 県の「きびだんご」や広島県の「もみじ饅頭」、東京都の「東京ばな奈」といった可愛らし 
 く、⽼若男⼥問わず幅広い世代から愛されるようなお⼟産を思いつく⼈は少ないだろう。 
 学年単位ではあるものの、校内で⾏ったお⼟産に関するアンケート調査でも「奈良のお⼟産 
 と⾔われて思いつくものは？」という質問に対し、奈良漬、柿の葉寿司が多く、また先⾏研 
 究を⾏った中で読んだ論⽂でのアンケート調査でも、「奈良漬以外はイメージが湧かな 
 い」、「奈良らしいものが少ない」、「気軽に買える菓⼦がない」といった意⾒が多数あっ 
 た。まず奈良のお⼟産を発展させるにあたって、他の都道府県ではどのようなお⼟産が主流 
 になっているのか、さらに外国⼈の⽅が選ぶお⼟産にはどのようなものが多いのかをリサー 
 チした。 
  スタディツアーにて訪問した⽯川県⾦沢市では⽣産量⽇本⼀を誇る⾦箔をふんだんに使っ 
 た「⾦箔ソフト」や豊富な海鮮と掛け合わせた「⾦箔茶漬け」等、その地ならではのものを 
 主に扱ったお⼟産が多かった 
  また、海外の観光客にはどのようなお⼟産が⼈気なのかを調べる為に具体例としてフラン 
 スにおいて⼈気のお⼟産について調べ、フランス⼈の友達にもインタビュー調査を⾏った。 
 具体的に挙げられるものとしてブルトンのケーキ、スミレの花のキャンディーが挙げられ 
 た。賞味期限はそれぞれ約1ヶ⽉、約3年とどちらも⻑期間の保存ができ、型崩れもしにく 
 いという利点があげられた。 

 3.  本論 
  2023年10⽉26⽇のスタディツアーにおいてお⼟産のインタビューをする為、訪れた⽯川 
 県にて、伝統⼯芸・名産である⾦箔を専⾨としたお店である箔⼀に⾏った。インタビューを 
 した内容は「どのようなお⼟産が売れやすい傾向にありますか？」というものである。店員 
 さんによると名産×名産のお⼟産が売れやすいとのことだ。これは地産地消にもなり良いと 
 考えた。次に私たちが⽬を向けたのは海外のお⼟産だ。ファミリーの1⼈のフランス⼈の友 
 達にインタビューをした。そこで分かった事はフランスではブルトンのケーキやキャンディ 
 など⽢い洋菓⼦が多く、⼈気であることだ。どちらも賞味期限が⻑く型崩れがしにくいため 
 空路での配達など遠⽅への⼟産として持ち運ぶことも可能なことがわかった。 



  次に私たちは実際に⾏動をおこしお⼟産に関わりたいと考えた。そこで考えたのはファミ 
 リーで考えたポスターをコラボさせて頂く企業様の店舗で掲⽰してもらえないかということ 
 だ。様々な企業と連絡を取り合った結果、了承を得られた企業様が菊⼀⽂珠四郎包永様だ。 
 元々は⼑作りを営んでいた企業で今は包丁などの刃物を作っており、お菓⼦であるかのこは 
 2016年にうまれたそうだ。かのことは奈良の象徴である⿅を象ったカステラ⽣地に⽩あん 
 やカスタードの餡が⼊ったお菓⼦である。⽩あんのように和菓⼦に寄った種類もあればカス 
 タードのような海外の⽅にも⼈気のありそうな味があり、もっと多くの⽅に知って頂きたい 
 と感じたからだ。今回私たちはかのこをメインにしたポスターを作成させて頂くことに決め 
 た。どのようなものが印象的なのか、分かりやすいのか、など少しでも役に⽴つため、ポス 
 ター制作に励んだ。また、ポスターを作る過程で海外の⽅にも⾒て奈良のお⼟産をよりよく 
 知っていただけるようにしたいと思い、ポスターの中では最低限ではあるが英語を、さらに 
 QRコードを読み取ると⽇本語・韓国語・中国語・英語表⽰が可能な⾷レポを⾒れるように 
 ⼯夫した。これらの⾔語を使⽤したのには中国語、英語は世界で話されている⾔語上位(図1 
 参照)に⼊っており、また韓国からの観光客数は年々上昇しており、現在⽇本に来⽇する国 
 別の外国⼈観光客のランキングでは1位となっている(図2参照)ことから韓国語表⽰の需要も 
 ⾼まっていると考えたからだ。 
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  また、2024年7⽉4⽇には校内で⾏われた発表会のゼミ代表に選ばれ、そこでは学校外の 
 ⽅々に私たちの探究を発表し、様々な意⾒交換をした。私たちだけでは思いつかないような 
 アイデアや勉強になる意⾒を頂き、⾮常に充実したものとなった。その際にポスターについ 
 てアンケートをとり、多くの意⾒を集めた。全てを実現させることは不可能であったがとて 
 も良い意⾒であった為紹介したい。その意⾒とは、ハラール認証はあるのかというもので、 
 海外の⽅に勧めるにあたり宗教上の理由から製品の中に⾷べられないものが含まれているか 
 どうかを⾒分けるためにとても重要であると感じた。だが、私たち単位でできる訳ではな 
 く、会社単位で認証の試験を受けてもらわなければならない。下のポスターは私たちが実際 
 にかのこについて案内したポスターである。 



 4. 結論 
  まず、奈良のお⼟産を1から全て私たちで作成することは難しいと感じた。なぜなら、ど 
 んな製品にするかの構造からどういった会社に提案をするべきか、サンプル品の作成に関す 
 るコストなどハードルが⾼い課題が多く難しかったため、今ある製品をポスターにして掲⽰ 
 し、観光客の⽅が少しでも⽬に触れていただけることで奈良のお⼟産の役に⽴てたのではと 
 思う。 
  今回実現することはなかったが、企業様から実際に出ているお⼟産品のパッケージを私た 
 ちで新しく考え、提案することも奈良のお⼟産の発展に繋がるのではないかと考えた。 

 5. おわりに 
  まだまだマーケティングの知識が浅いことで考える視野が狭かったり、より⼤々的に奈良 
 のお⼟産を有名にできるようなことが出来なかったことが⼼残りである。今後もマーケティ 
 ングについて深く学び、知識を蓄えて奈良のお⼟産を少しでも有名にできるようにしたい。 
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